





























































A Study on Binding Media for Silver White in Oil（2）








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































油 は2008 年 7月26日 に 調 整 開 始、 油 500cc に
PbO25g、したがって5％である。調整ポピーオイ
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ルと調製リンシードオイルは35gずつである。調整
リンシードオイルだけでは黄化が激しく、また調整
ポピーオイルだけでは艶が弱いので、半々で試みた。
鉛白と調整油を計量、ゲートミキサーにかける。
鉛白83gを2回に分けて添加する。真空保管する。
翌日、鉛白84gを4回に分けて添加し、攪拌する。
さらに翌日、鉛白33gを2回に分けて添加し（吸油
量10.0）攪拌する。その後3日間、毎日断続的に4
－5時間ずつ攪拌する。
ロールミルで練る。釜から出した時の硬さは普通。
40分ほどで、絵具状になる。さらに1時間あまり練
る。軟らかく、滑らかで可塑性があり、糸を引くが
トロトロにならない。
11－26（調整リンシードオイル+調整ポピーオ
イルPbO 各5%）
鉛白 700g
ゲートミキサー開始時 500g
ゲートミキサー終了時 700g
混合調整油2 70g
（吸油量 10.0）
ともに、油500ccにPb3O4 25g、したがって5％
である。調整ポピーオイルは2008年7月26日に、
調整リンシードオイルは2010年10月31日に調整を
開始したものである。調整リンシードオイル49g、
調整ポピーオイル21g、即ち7：3である。
鉛白と調整油計量、ゲートミキサーにかける。鉛
白111gを3回に分けて添加し、攪拌。早めに鉛白を
入れた為、硬い状態が続く。真空保管する。
翌日、鉛白48gを添加、さらに翌日鉛白15gを添
加し（吸油量10.0）攪拌。翌日は 攪拌のみ。
朝1時間攪拌する。午後ロールミルで練る。１時
間位で絵具状になるが、艶が弱い。さらに1時間あ
まり練る。可塑性があり、トロトロにならない。
11－27（調整リンシードオイル+調整ポピーオ
イルPbO 各5%）
鉛白 700g
ゲートミキサー開始時 500g
ゲートミキサー終了時 700g
サンシックンド混合調整油1 70g
（吸油量 10.0）
朝、調整ポピーオイルは2008年7月26日に、リ
ンシードオイルは2010年10月31日に調整を開始し
たものである。それぞれ35gずつ計70gをステンレ
スボールに入れ、窓辺の直射光の当たるところに、
翌日の夕方まで置く。
鉛白とこのサンシックンドした調整油を計量、
ゲートミキサーにかける。オイルは、70.3gになっ
ている。10分でトロトロになり、光沢が出る。鉛
白60gを添加し、攪拌する。真空保管する。
翌日、4回に分けて鉛白127gを添加し、攪拌する。
さらに翌日、鉛白13gを添加する。その翌日は、終
日攪拌する。
サンシックンドしたせいか、この段階で光沢と粘
りがあり、硬めである。冷えてから攪拌を再開する
と、長く団子状になっている。
朝1時間攪拌する。午後ロールミルで練る。１時
間ほどで、絵具状になるが、艶は弱い。さらに1時
間あまり練る。可塑性があり、流れない。
11－28（調整リンシードオイル+調整ポピーオ
イルPbO 各5%）
鉛白 700g
ゲートミキサー開始時 500g
ゲートミキサー終了時 700g
混合調整油3 70g
（吸油量 10.0）
調整ポピーオイルは2008年7月26日に、調整リ
ンシードオイルは2010年10月31日に調整を開始し
たものである。調整リンシードオイル21g、調整ポ
ピーオイル49g、3：7である。
鉛白と調整油を計量、ゲートミキサーにかける。
15分弱でトロトロになり、真空にし攪拌する。翌日、
攪拌のみ。さらに翌日、鉛白136gを4回に分けて
添加し、攪拌する。真空保管する。
翌日、鉛白50gを3回に分けて添加する。その翌日、
鉛白14gを添加（吸油量10.0）し、攪拌する。真空保
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管する。
ロールミルかける。いくらか流れやすい。１時間
ほどで、絵具状になる。やや可塑性が弱い。計1時
間半練る。やや可塑性が弱く、トロトロしていて、
やや流れやすい。
おわりに
以上のことから、次のことが言えると思われる。
1）調整油で添加する一酸化鉛の量は、乾性油に対
し5％（cc－g）迄で良いと思われる。
2）ゲートミキサーで練り始めるときの、濡れと合
わせ考えると、一酸化鉛の下限は2.5％であろう。
リンシードオイルの場合、2.5％は10分足らず
で軟らかくなり、1％と0.5％は30分前後かかっ
ている。PbO 0.25%の11－11は1時間あまりを
要した。調整油のPbO添加量は、この0.5％が
効力の限界かもしれない。
3）ポピーオイルに比べると、リンシードオイルの
方が、一酸化鉛は効果的に作用する。
4）調整油に加える乾燥促進剤では、一酸化鉛が最
も有効である。金属鉛はまったく効果がなく、
鉛白と硫酸亜鉛もあまり効果は認められなかっ
た。鉛丹による調整油は、極めて吸油量が少な
くなり、しかも流れやすい絵の具になった。こ
れについては、再実験する必要があろう。
5）ゲートミキサーでの真空攪拌を長く続けると、
かなり多く鉛白を加えることができ、吸油量の
少ない絵の具にすることができる。
6）調整油で練った絵具は生乾きの上のグレイズは
出来ない。サンシックンドすることでこれを改
善することができるが、濃度が高くなると、調
整油の特徴である可塑性がなくなる。
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註
1 寺田栄次郎「油絵具シルヴァーホワイトの媒材研究」『金沢美
術工芸大学紀要第/54号』PP47－58、平成22年3月
2 ガラス瓶に入った乾性油に一酸化鉛などの乾燥促進剤を入れ、
密栓して2か月窓越しの陽光にさらし、その後1年以上冷暗所で
寝かせたもの。最初の1か月は毎日振って乾燥促進剤を分散さ
せている。
3 2011年度の4回目に製造したシルヴァーホワイト、調整油はリン
シ ドーオイル（cc）に一酸化鉛を5％（ｇ）添加したものの意。以
下同様である。
4 ゲートミキサーの真空ポンプが故障し、長時間の真空保管が
できず、10－22まで、このような方法をとった。
5 油の中に含まれる、細かいカスをフーツと云う。
6 ドイツの金箔メーカーで画材も扱うが、ここで鉛白を製造して
いるわけではない。また、ドイツではこののち鉛白は使用禁止
になり、現在は入手できなくなった。11－7で使用した鉛白は、
明らかに性質が異なっており、マグネシウムステアレ トーのよう
な金属石鹸を、多量に加えた場合に似ている。
　　　（てらだ・えいじろう　芸術学╱ 絵画組成）
　　　　　　　　　　　（2011年10月31日　受理）
